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The purpose of this study was to examine the effectiveness of the educational program that 
aimed at nurturing of leadership. Seven student club’s leaders were selected for this program. This 
program was developed based on the leader’s understanding of characteristic about the belonging 
group and the leader’s understanding of one's characteristic. The result has shown that all 
participants understood the content and were satisfied with this program, and felt that it was useful 
for management of their clubs. Participants wanted to make use of one's characteristic, relation with 
club’s members, creating of atmosphere for management of their clubs. This program was effective in 
improving participants’ confidence in leading their clubs. For further research, it is necessary to 






























































































































 当日の参加人数は 7 名で男子 5 名、女子 2 名であった。
団体の種別ではスポーツ系クラブの部長 1 名、文化系クラ





































































































































































 リーダーの自信の合計得点の事前―事後の変化は 6 名
が増加し、1 名が同得点であった。また Wilcoxon の符号付
順位検定を行ったところ、表 4 に示すように事後は事前よ







































0 名 0 名 4 名 ３名 
全く思わない あまり思わない 少し思う 非常に思う 集団の活動や運営について 
もっと学んでみたいか 0 名 ２名 ３名 ２名 
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湘南グループアプローチ研究会 2012 平成 24 年度神奈川
県教育委員会「仲間づくり教室」よりよい人間関係づくり
のための心理教育プログラム Social Skills Educaiton（SSE）．
http://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attachment/574723.pdf




ース方式）．ふれあい心理臨床研究会資料．（2012 年 7 月 22
日）． 






















4）A 大学におけるクラブ・サークルのニーズについて説明（5 分間） 
横山（2011）の調査から得られた「クラブ・サークルの部長らの困り」について説明した。 
























計画性   ：当日までのスケジュールは明確か？ 何か見落としはないか？ 
モニタリング：スケジュールの進行や、各自の仕事は適切に進んでいるか？ 
情報共有  ：準備に必要なことをメンバー間で情報共有しているか？ 
スケジュールや計画をメンバーは知っているか？ 
各自の役割 ：準備において各メンバーは自身の役割を理解しているか？ 
集団規範  ：ルールを皆守っているか？ クラブ内に新たなルールを作る必要はないか？
相互サポート：部活内で手助けが必要なメンバーはいないか？ 
間違い指摘 ：明らかな間違いをしているメンバーを注意する必要はないか？ 



















 イメージ語 イメージ語 
例 「大胆」な集団 ○  「慎重」な集団 
（１） 「戦士」が多い集団   「魔法使い」が多い集団 
（２） 「コツコツ」やる集団   「まとめて」やる集団 
（３） 「絆」のある集団   「愛」のある集団 
（４） 「ネバネバ」した集団   「サラサラ」した集団 



















しまい、結局は A 君一人で仕事をすることが多いです。部員達はそのような A 君をとても頼りにしていて、
サークル内で何かわからないことがあると、全て A 君に聞くようにしています。A 君も部員達の期待に応
えようと、寝る間も惜しんでサークルの仕事をしています。ただ、最近、部員の集まりが悪く、そのこと
























アイディア豊富 熱心に取り組む 話しやすい 気配り上手 





冷静沈着 ルールを守る 話をよく聞く 負けず嫌い 
10）まとめ（5 分間） 
知的・体験的に理解したことを整理し、定着させることをねらいとして、プログラムのまとめを行った。また、クラ
ブ・サークル関連で困りごとや悩みごとがあった際、学内の学生相談機関等の援助資源の活用を促した。 
11）事後アンケートの記入（10 分間） 
 
大学のクラブ・サークルリーダーを対象としたリーダーシップの育成
